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中央アフリカ共和国､の旅(5)

～ウラン鉱床のある町バクウマヘ～

､･

ンデレに別れを告げた目

3月17目午前10時自動車の修理が終ったこの時を

羽根をもがれた小鳥のように身動きできない日々を送っ

ていた私はどれほど待ちこがれていたかしれない.そ

れは口ではとてもいい表わせ狂い程の大き狂喜びで

あった.しかし県知事御夫妻のあたたかい思いやり

と気さくに明るく語りかけてくれるンデレの人々のこ

とを思えば思う程空しい日々を送ったことに腹立たし

さをさえ感じて心は晴れなかった.自動車の故障で

止むを得ず無為に日々を重ねたと害1｣切ろうとしても簡

単には割切れ泣い心のわだかまりがある.

ンデレからこの国最北端の町ビラオヘ移動してこの

国でもっとも期待されているンガデの銅鉱床の概査を行

なうことはこの調査旅行の目的の一つであった.この

機会を逃せぱもう二度とこの国の銅鉱床を見ることは

不可能である.ス』ダン共和国のホブラット･エン･

ナバス鉱山の銅鉱床の延長上に位置しているといわれて

いるこの鉱床の3条の主脈は延長2,000mに達する

という.その規模の大きさとこの国最高の密集度をも

つといわれる野生動物の群に魅せられてビラオヘ向い

たいという欲望はつのっていた.

自動車の修理が終るまでの空しい日々ビラオヘの旅

を予定通りに実行するかまたは割愛するかで迷いに

迷った.その結果ビラオヘの移動予定目を既に1!目

も過ぎていることビラオではガソリンを購入すること

がほとんど不可能であることビラオまで400km余の

道中で自動車カミ再び故障するおそれがあることなどの
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理由でこの計画の実行を断念することにした.

ンデレ最後の在名残りを惜しんでか鶏の丸焼をは

じめ様々の手料理を持って陽の高いうちから宿舎を訪

ずれた人は夜が更けても帰ろうとはせず眠りに入った

時にはもう2時を過ぎていた.

5時30分起床まだ夜は明けきらず立昇る煙もたい.

昨夜遅く焼いたパンをココアで流しこんだ後出発の準

備にかかった.

1時間後に移動準備を完了し宿舎の内外をくまなく

掃除して管理人の検査を受けた.

午前7時出発する.これから目的のオウアツダまで

の227隻mは二級国道である.静寂に閉ざされたンデ

レの町は荷物を満載して坂を登るランドロｰバｰの騒

音にふるえ'一瞬の中に視界から消えた.

中生層の美しい浸蝕地形や懸崖に見る偉大な自然の

造形ともその果に拡カミるチャド盆地の雄大なサバンナと

もいよいよお別れだ(第2図).もう再び訪れること

もなかろうこの土地の想い出に拾った白く小さくそし

て美くしい玉砂利が1個素肌に着た半袖シャツの胸ポ

ケットの中で時折何かを問いかけている.肌にし

み入るその玉砂利の冷たさの中に私はいつの間にか

何億年も何10億年も音から現在までの途方もなく長い地

史をふるわせた激動の時代と無気味なまでの静寂の時

代の姿の移り変りを脳裏に浮べていた.様々の変動

を経て形造られたこの美しいたたずまいも何時の目

か必ず消え果てることだろう.しかしそれカミ何

時なのか誰にも分りばし校い.自然とはそういうも

のだ.荒々しい時には優美な岩山を形造る石の生

涯と人の一生とは余りにも似通ってはいないだろうか.

既存の岩から削り出された砂粒はやがて水の流れ

に運ばれて堆積しそして固結する.その後に訪れる

ものはそれまでの整った容貌を否が店でも変えずには

おかない構造運動変成作用変質作用そして突如

として襲う強烈た火成活動ひっそりとしかも力強く迫

ってくる浸蝕作用などである.

そうした数々の事件に耐えてゆくうちに初々しい容

貌はいつの間にかたくましくまたはみにくく変

り遂には音もなく果ててゆくのだ.しかし生あ

第1図調査行程図実線は六号の行程破線はNo.237までの行程�
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るものすべてカミその生涯を目にすることはできはし

たい･もしそれが可能であるとすればそれは完壁

ではないにしても何のためらいもなく共同生活を可能

にする人間の磨かれた魂だけである.人間はたくまし

く素晴らしくそしてその叡智は無限ではあるが

その叡智と互に相容れる心をもつ人間にしても人間一

生の三大行事といわれる誕生と結婚と死のう呈ち自分の

目と心で確かめ得るものはたった一つしかない.それ

は悠久の自然にくらべれば余りにもはかなく余り

にも無力としかいいようカミない哀れさをさえ思わせる.

岩山を削って造られた道の痛々しい姿左手に大きく口

を開けるV字谷旅人の心を安らげる一方否応なしに

疲労を強いる自然のなせる業である.道の両側に立並

ぶマンゴのトンネノレを抜けると今まで荒々しい坂道を

喘ぎながら登って来たことがまるで嘘のように明るい

緑の野カミ打続いていた.

三又路の角にこんこんと湧き出る清らかな水その水

にうるほされて育っていた葱はこの前ここを通ってか

らまだ目が浅いのに既になかった.

三又路を右へ向い間もなく左へ曲るとこれから先

オウアツダまでは一本道である.曲り角に建っている

真白の案内板は深い緑の中にくっきりと浮んでいる.

深い木立の中にもラテライトの路上にも島1羽猿

1匹見当らず梢を鳴らす風もない.路上は強烈な光

に射抜かれているというのに森はまだ眠っているのだ

ろうか.

ボロ川の丸木橋を渡りダシエゾウの部落を過ぎておよ

そ20km様々の想い出の舞台となったバミンギ･バン

ゴラン県からはじめて訪れるボｰト･コットｰ県に入

った､二級国道21号線を行き交う自動車も数少ないら

しく枝を離れてからもう久しくたっているであろうと

思われる葉は厚く積り唯生ある時の色を失なって

いるだけである.

ザマザ川の橋はこれまでに見た丸太を並べただけの

橋よりは幾分橋らしいたたずまいを見せていた.こ

の橋の挟からはじまるかなり急な坂道は幾分湿ってはい

たカミ車は一気に走り上った1そして坂を上り

きった所に道一杯の影を作っている巨木の元で後続車

を待つことにした.

ハラワタを採るようなエンジンの響が伝わってきた.

だカミそれは断続的でしかも車は一向に姿を見せな

い.妙に気カミかりになって今来た道を引返してみた.

車は案の定坂道の途中で`スリップして喘いでいた.

車が1台やっと通れるほどの幅しかないこの坂道は湿

第2図中生層の台地から見るンデレ付近の風景

中生層の台地(前方の崖をなす岩山と後方左の台地)に抱かれたンデレ

の町は県庁の所在地とは思えないほどこじんまりしている.後方

の中生層の台地の右に見える低い丘は始生代の変動時花開岩その右は

チャド盆地の堆積物である

っている上にえぐれており荷物を満載している車にと

っては決して楽ではない.もしもスリップして後

ずさりでもしようものなら車は加速されてザマザ

川へ転落するに違いない.

アントアンがハンドノレをさばき道のくぼみに石や木

枝をつめて残る8人で押すことにした.一度に20cm

か30cmしか進まない車は三度目それまで満を持し

ていたかのように一気に走り上った.その瞬間直

径20cmばかりの負ばった敷石カミにぶい音をたてて

私の大腿を叩いた.｢ウッ｣と声をのんでがまんし

ているうちに痛みが走り右昆が庫れてきた.素知

らぬ顔で歩こうと努力してはみたもののやはり右足

は思い通りに動いてくれない.

木蔭で一休みした後出発する.ここからオウアツ

ダまでは94kmおよそ2時間の行程である.

車が激しく揺れる度にしっかりと抱いているシンチ

レｰションカウンタｰカミ当って石に打たれた部分が痛

む.しかし学生時代に右手首を骨折したことのある

私は足の痛みが骨の異常によるものではないことを加

って安心しきっていた.

やカミて道は下りとなりボウンゴウ川の橋が見えて

きた.この橋はかなり立派ではあるカミ自動車1台

をようやく通すほどの幅しかない(第3図).この付近

は分水嶺に近いのであろうボウソゴウ川の水の流れは

予想以上に速かった.車から降りて橋の中程で川

の上流と下流とを援影した(第4図).とくに鳳最が美

しいわけではなくまたこれぞ中央アフリカの川とい�
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う特徴をもっているわけではないがこの橋の上流2km

付近と13良m付近にダイヤモンドの採掘現場があること

を既に知っていたので何かの役に立つこともあるかも

しれないと思って撮影したまでだ.

この調査旅行中にダイヤモンドの採掘場を見学すると

すればこの採掘場以外にはないと考え何とか都合して

その現場を見たいと秘かに思ってはいたがやはりい

ろいぢの都合で目的を果すことはできなかった.

橋を渡った所からはじまる部落の小さな家の前に空

色の日本製の自動車が侍っている.この家は萱葺き

に太い丸太の柱だけで壁はなくどうやら農作物を貯

蔵する小屋がまたは陽除けの休息場らしい.家の

中心部では5～6人の真剣泣顔付の男が低い声で話

に熱中している.目中のこうした場所では大抵罪

の底い世間話に興じている人が多く人を射るような目

付でひそひそ話をする人はいない.不思議に思ってい

るうちに同行のフロスヘクタｰの一人が｢あの男た

ちはダイヤモンドの売買をしているのだ｣と教えてく

れた.これでは挨拶をするのも好ましくなさそうだ.

大腿は相変らず溶き風景も変りばえし狂いが実に

鮮やかな色のラテライトで造られた無数の蟻塚カミ妙に

何かを考えさせる.か放り大きな蟻塚でもほとんど掘

り返されていないところを見ると食用になる蟻の種類

が限られているのかまたはこの付近の村人は蟻を食

用にしないのだろうか.3時ちょうどオウアツダの

郡役所に到着した.しかし部長さんは旅行で留守で

あった.

古戦場を背後にした立体的な風景の美しいンデレに

20日間ばかり滞在していたせいかオウアツダの町付近

はいやに平坦に見える.マンゴの巨木に挾まれて一直

線に走る道路泥壁に萱葺きの家並実にありふれたそ

のたたずまいを町の東側を流れるピピ川とそれに沿う

密林とが救っている.

郡役所から北へ2kmばかり行った所に建っている国

営宿舎も以前は外国人の住宅だったらしく専用の給

水塔カミ建ってはいるが既にこわれていてすっかり錆

びている(第5図).

宿舎に入ってすぐキスリングの中から薬箱を取り出

して足の手当をしようとズボンをぬいでみた.角ば

った石に打たれた部分は思ったよりひどく紫色に腫

れ上った部分は20･m以上もありおまけに数個所に

うっすらと血カミにじんでいた.湿布薬の冷やかさが気

持よく痛みをやわらげてはくれるもののそれは10分と

続かなかった.足繁く行交う人にさとられないように

湿布薬を取換えるということは中々大変なことだ.

働くことを一向に苦にしない同行の連中は荷下ろし

を終えたらしくピピ川へ汗を流しに行ったらしい.

シュル爺さんとパスカノレに誘われてピピ川へ行って

みることにした.'湿布している部分を包帯できつくし

ばっているので歩きづらいがどうやら2人とも私

の歩き方カミ変なのには気づいていないらしい.宿舎か

ら川へ向うだらだら坂の両側には珍しくよく手入れさ

れている野菜畠があった.だカミ葱以外にはまだ芽を

出してい溶い.うっそうと茂る密林にすっぽりとつつ

まれたピピ川の流れは思いのほか遠かった.水は割

合にきれいだカミ水面に揺れる黒い影のせいかいやに

不気味だ.川幅は15皿ばかりしかない.

シュル爺さんとパスカルは素っ裸になって水に入り

シャボンを万通校く塗って身体を洗いはじめた.チ

第3図ボウンゴウ川の橋

奥地でみかけた橋としてはか抵り上等である.道路は2級国道21号線.

上乗りしているのはコックのジユル爺さん(左)と助手のパスカル(右)

この状態で時には時速100k㎜で走り約2ケ月間を旅した

第4図第3図の橋から見たボウンゴウ川

この上流2良m付近にダイヤモンドの採掘場があ�
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ヨゴレｰト色の肌は水に光ってやけにたくましく見え

る･色カミ黒いことでは自慢できる私もこの国では

完全に尻尾を巻がざるをえない.チョコレｰト色の肌

の持主たらまだしもまるで消炭のような肌をし亡いる

連中が五万と居る中にあっては自分の肌カミやけに白く

見える.私は川岸に腰をおろして水中の小石を拾

いはじめた･2人に｢川の中程の石を拾ってくれ｣

と頼んでみたカミ2人は頑強に私の頼みを拒んだ.

ふだんは嫌な顔をほとんど見せない2人なのでいさ

さか驚いたカミそれも当前この川は河馬の巣みたいな

ものだということだ.昼間は一番深い川の中程に潜ん

でいる河馬は目が暮れてからは岸に上って餌をあさ

るのだろう.野生動物の中でももっとも恐ろしいのは

河馬だと聞かされたが目が暮れて間もたい時川岸に

上った河馬カミ通りカミかりの人を殺すことが少狂くない

という.あの間抜け面をした大きな図体の持主のどこ

にそのような兇暴さが秘められているのか不思議だが

こうしたことは人間社会においてもみられないことは

ない｡野生動物と人間のそうしたことの違いは身の

危機を感じた時その結果として殺すかはじめから殺す

ことを企らんで殺すかだ.

20分ばかりかかって私は直径1cmばかりの完全

に透明でしかも楕円体の礫をみつけた.もちろん高価

恋ものではないしまたとくに何かの役に立つという

ものでもないが何故がその透き通ってまろやかな小

さな石に愛着めいたものを感じないではいられなかった.

2人の水浴びも終った.今目一目の江とほこりを洗

い流してさっぱりとした2人はこれから夕食の仕度

にかかる.

目もとっぷりと暮れた頃郡役場の総務部長さんが姿

を見せた.智識欲のかたまりみたいなこのたくましい

男は珍客に接して余程嬉しかったらしく真暗な道を

家へ返り間もなくビｰノレと鹿の肉をバケツに入れて

私達の所へ戻って来た.大粒の星が無数にきらめき

急に冷えこんできたオウアツダの夜はじめて違った友

と一緒に鹿のステｰキを喰いビｰルを飲み賑やか

狂時を過すのは実に快適である.

ンデレよりも南でしかも地形的にも低いというの

にオウアツダの夜の冷えこみようはまったく想像以

上であった.この国の気候区はそれぞれ東西方向に.

のびているとばかり思っていたがもしかすると最北

端部のステップ気候区はこの辺まで張り出しているのか

もしれない.美くしセヘ星空と冷えこみようから受ける

印象は砂漠気候区に暦るような錯覚をさえ抱かせる.

第5図オウァツダの国営宿舎

トタン葺きのこの家はかつて外国人の個人住宅だったらしく水道

設備カ童あった淋既に破損して使え桂かった.もちろん電燈はな

レ､

まったく､不思議なことがあるものだ.

客も帰った.食事の後がたづけも終ったらしい.

ようやく寝づこうとする10時バトウカｰが｢レイモ

ンドカミ病気です｣といいなカミらドアを激しく叩いた.

痛い足を引ずりながら出てみると皆心配そうな面持で

病院へ行ったレイモンドとアントアンの帰りを待ってい

た.

2人は間もなく帰って来た.しかし病院には医者

も看護婦も居なくて診察してもらうどころか薬も貰

えなかったということだ.いつも無口でおと恋しいレ

イモンドだけに辛そうにうるんだ目を見ていると一

しぼ心配である.

真暗な廊下の片隅で懐中電燈の光を頼りにレイモ

ンドの脈拍をはかり2～3の症状を闘いて風邪であ

ると確信した.少年時代に医学書を少々読みいろ

ん溶症状の患者の診療を見たことがありまた重症患

者の友人とともに寝起きしたことカミあるせいか普通の

病気ならば人よその見当カミつく.経験というものは

やはりいつかは役立つものらしい.

普段使っているエアｰマットにレイモンドを寝かせ

寝袋をかけ冷たい水を含ませたガｰゼで顔や頚筋を拭

いた上で薬を飲ませた.それからおよそ30分の後ぐ

っすりと眠ったレイモンドを見届けて部屋へ戻ったカミ

寝つけぬままに午前1時を迎えた･大腿は相変らず痛

｡.み腫れて熱っぽい患部に写った湿布も余り役には立ち

そうにない･喉が湯き表､出て水を一杯口に含んで

みた.青臭い水ではあったけれどもその冷たさは格

別であった.風はなく無気味なまでに静まりかえっ

た夜である.�
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ツエッエ蝿のたむろする道

午前5時起床.レイモンドはすっかり元気にだった

らしく荷物の積込みに熱中している.

この宿舎から15kmばかり北へ行くと天然の岩橋が

ピピ川に架っている素晴しい風景が見られると聞いたが

時間とガソリンカミ倍しくて見に行くのを諦めた.ブ

リアヘ向って南下する肌寒い日曜目の朝オウアツダの

町はまだ深い眠りの中らしい.

'オウアツダから20主mばかり南方のアコウシュ部落で

エンジンの調子がおかしくたりランドロｰバｰはだら

しなく侍ってしまった.出発早々の自動車の故障は実

に嫌なものだがこれまでにうんざりするほど経験して

いるのであまり腹もたたなく狂っている.

この部落の戸数は6戸まったくわびしい限りではあ

るカミ付近には美くしい風景があった(第67図).

うっそうと茂るマンゴたわわに実をつけたバナナラ

テライトのオレンジ色の道水鳥が羽根を休める広い湿

地それらのかもしだすムｰドと風景はこの国の典型的

なものである.50才をとっくにすぎているらしい老婦

人カミ声もかけずにふしくれだった手でマンゴを差出

した.

｢メルスイマダム｣

｢マラテイモウアイエケエイエン(貴方は何族です

か)?｣

｢……｣

｢イノレテイモウアイイキイエン(お名前は)?｣

｢……｣

rモウイイキテネヤンガテイサンゴ(サンゴ語を話

せますか)?｣

｢……｣

お礼をいっても何を聞いてもこの老婆はついに

話しの相槌をうってはくれたかった.私のサンゴ語が

余りにも下手すぎるのか彼女がサンゴ語を話せないの

か私には分らない.だがこの時近寄って来た若者

の｢モウコイビッグウエイブリア(ブリアヘ行く

んでしょう)?｣という間に対する私の｢ムビイエ

ゴイビッグウエイブリアナアランコオコ(ブ

リアヘ行って1泊するんだ)｣という返事がちゃんと

通じたことから考えるといかに拙ないサンゴ語とはい

えこの簡単な会話カミ婦人に通じ狂いわけはない.

修理が終りアコウシュを出発したものの道路は

二級国道とはとても思えないほど悪くなっていった.

そしてヤリンガヘ向う道路との分岐点に当るビリニを

過ぎとたんにまるで砂漠のどまん中を走っているよう

校錯覚をおぼえた.道路をはさんでサバンナと密林

カミどこまでも続いている.ということはこの付近が

雨量に恵まれそして地下水にも恵まれていることを

卒直に物語っている.それ匁のに道路だけがまるで他

所者のように前輪駆動を使わたければどうしても通れ

ないほど乾き切った厚い砂でおおわれているのは何故だ

ろう.

ビリニを過ぎて13kmばかり走った頃道はこれまで

とはうって変って岩だらけとたり湿地帯がやけに目

立つようになってきた.灌木も生えていないこの湿地

帯には流れる水もないがいろいろな動物の憩の場に

なっているのであろう様々の無数の昆跡がある.

ムバリ川の低地を走り抜けようとする頃運転手のレ

イモンドが左前方を指さして車を急に停めた.そ

してバトウカｰが銃を片手に忍び足で素早く薮の

中に姿を消した.見ると大きなアンテロｰプがのん

第6図オウアツダの南方20km付近のアコウシユ部落近傍の風景

家の困りには必らず数本のマンゴが植えてある.閏舎でみられる典型

的な風景の一つである.

第7図アユウシユ部落近くσ)湿地

静まり返って無気味な感じがするこのような湿地は鳥や野生動物の憩

いの場であるが時には恐ろしい病源蔵が巣食っていることがあるの

で水に手をふれるのは危険である､�
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びりと遊んでいる.

これまで私達が見ている所では動物らしいものを

仕止めたことのないバトウカｰだからきっと一発心

倒をねらっていたにはちがいないのだカミそのアンテロ

ｰプは後続車のエンジンの音に気付いて藪の申に身

を翻えした.そしてバトウカｰは間もなくしょん

ぼりと帰って来た.

ゆるやかにうねる丘を越えて間もなく道は下りとな

りやがて満々と水を湛えた池の畔に出た.水面に

は数10羽の水鳥がのんびりと羽根を休めている.

バトウカｰが今度こそはと銃を持って池へ向ったが

射撃のうまい運転手のアントアンがバトウカｰより一

足先に水鳥の灘に身を寄せて行った.しかし水面

に浮ぶ鳥を見事に撃ち殺したとしてもそれをどうや

って手に入れるのだろう.私は連中のやることに

少々疑問を抱いた.だがアントアンの智恵は一枚上

だ.アントアンは水面に向って威麟射撃をした後

素早く近くの林へ向って走った.水鳥はその銃声

とともに水面を蹴ってその林へ向って一勢に飛び去っ

た.にんまりとしたアントアンはゆっくりと散弾を

こめて頭上の鳥の灘へ向って引金を引いた.

美くしい色の鳥が2羽まるで木の葉のように落ち

てきた.たった今まで何の惚れも抱かずに水面に

たわむれていた水鳥がいつこの池に戻って来るのか

私にはまったく分らない.

ボウンゴウ川の支流を過ぎた頃時速70kmぐらいで

突走る車の窓から蝿カミ引切り征しに飛び込んでく

るようになった.大きな蝿だカミいつとまったかまっ

たく分らないほど身のこ恋しが巧みである.蝿には

別れきっている私法それを一向に気にせずにいたがバ

トウカｰもレイモンドも緊張した顔で]匹づつ押し

つぶしている.突然バトウカｰが私の頸に平手

打をくらわせた.私はまったく余期しないその平手

打に驚いてバトウカｰを思わずにらみつけた.そ

してバトウカｰの｢ツエツエ蝿です｣という声を聞い

たとたんに恐怖にとりつかれた.

ある人は｢ツエツエ蝿は蚊とそっくりだ｣といい

またある人は｢アブとそっくりで群をなして襲っ

てくる｣と私に教えてくれたがこのツエツエ蝿は

ふつうの蝿によく似てはいるカミ身体も羽根も幾分細長

く腹には薄黄色と薄墨色の横縞があった.

オウアツダ出発以来の悪路もようやく尽きてモウカ

の村を過ぎる頃からは平坦な道路にもどった.そし

て間もなくボウンゴウ川の岸に着いた(第8図).

ボウンゴウ川は広くその水の流れはゆったりとして

いた(第9図).対岸に航っていたフェリｰボｰトの係

員は私達を見かけてすぐそのフェリｰボｰトを操っ

て来た.フェリｰボｰトとはいっても別に大した

仕掛をもっているわけではないカミ両岸に渡された太い

ワイヤｰを頼りに動かされているところをみるとこの

川も雨期には数㎜の高さまで増水するのであろう.

対岸近くで泳いだ少年達は私達を見て一瞬きょと

んとしていたカミ真白た歯を見せて｢ボンソアｰミ

ッシュｰ｣と声をかけてくれた.水に光るその肌は

美くしくそして実にたくましい.だカミこの子供

達カミよりたくましく育った時そのたくましさを思い

きりたたきつけることカミできる働く場が果してある

のだろうか.オウアツダを出発してから7時間半

211kmの旅は終った.終点はブリアである.

第8図ポウンゴウ川のフェリｰ(第4図の下流170ヒm付近)

最大積載量ほ6tで牛後6時を過ぎると自動車の搭載は許可されない.

雨期には坂道の半分ぐらいまで水没する

第9図浦ウンゴウ川の渡しから上流を見る

永量は豊かであるが水深は浅い.この国の川の風景としては典型的な

ものの一つである.�
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忍従の宿

ボｰト･コットｰ県の県庁所在地であるブリアはこ

の国では屈指の町だけに伸々賑やかである.ゆるや

か狂丘陵地帯に拡がる立体的狂町のたたずまいコット

ｰ川の豊か衣水の流れと岸辺に密生する木の深い緑と水

面に落す黒い影川岸に杭う丸木舟とその横で江とほこ

りを流す黒くたくましい肌洗濯とおしゃべりに余念の

ない女達ここには水と緑と人の織りなす風物詩が横

溢している(第1011τ2図).珍しくトタン屋根の家

カミ目立つのはこの町の豊かさを示しているのだろうか

または屋根材と在る萱カミ手に入り難いことを物語って

いるのだろうか(第13図).町の中央部に建つ県知事邸

を訪ずれて挨拶をした.

広々とした庭に茂るマンゴの巨木と真紅の花をつけた

ブｰゲンビリアに包まれて一きわ白く光る県知事邸は

偉容を誇っている.

風通しのよい40畳敷ばかりの応接間の片隅におかれた

立派なソファに腰掛けて36日ぶりに飲んだ氷水の冷た

さが渇ききった喉を突刺すように流れてゆく.氷

水がこれほど冷たいかと疑うほどその冷たさと美咲さ

を忘れていたらしい.本当に生返った心地である.

ジョニウォｰカｰの封を切ってすすめて下さる県知事

の好意に応えてふだんアルコｰノレに縁のない私はい

つになくグラスを重ねた.顔がほてり心臓カミ早鐘を

打つようにどきどきしてきた.初対面の県知事の前で

乱れてはいけないとは思いなカミらも雲の上を歩いでい

､齢

一筆O図ブリアの町を流れるコットウJllと男

身長は士60c血走らずで小男ではあるが美事故肉体美で

ある.何族の男か聞きそびれたカミｰ般にこの男のよ

うにフクラハギの太いのは少ない.

糞虫簿鱗

るように身体からカガミ抜けてゆく.ウイスキｰをさ

らに注ごうとされる県知事に思わず｢ムビイエ

テンヨウンゴウケテケテ(水を少し飲みたいんで

す)｣といってしまった.私のサンゴ語がおかしかっ

たのか吏たは日本人がサンゴ語を話すのが奇異に感

じられたのか県知事は一瞬驚かれたようだ.し

かし色黒の顔がさらに江とほこりとで汚れているとは

いえやはり酒の酔が顔にも表われていたのであろう.

県知事はにこにこしながら空に在ったグラスに氷

水を注いで下さった.

宿舎は県知事邸から歩いて5分ぐらいの所にあった.

山荘風の木造建で壁も味もまだ新しくはあったが屋

根裏には相変らず隔幅カミ巣食っていた.これまで

に泊った宿舎がどうやら外国人の個人住宅だったも

のらしいのにくらべてこの宿舎の真新しさと立派さは

どうしたことだろう.

ぎらぎらと照りつける太陽もようやく姿を消し夜が

きた.相変らずむし暑く締めきった部屋で寝るのは

楽では荏さそうだ.夕食を終えればとくになすべきこ

ともないがはじめて訪ずれた町での第1夜は妙に眠

れぬものだ.'明朝の早起を多少気にし湖ミら早々に

ベッドに横たわった.編鱈の鳴き声も異様な臭いもこ

の頃ではあまり気にならなくなってはいるがむし暑さ

だけはいささか閉口だ.幸に蚊も蜂も見当らないので

裸で寝たものの夜中には寒さで目がさめて寝袋に

もぐってしまった.これまで徐々に昼間と夜間との

気温差が高くなっているように感じてはいたカミ海抜高

度も緯度もンデレより低いこのブリアで夜中といえど

もこれほど冷完こむとは予想もしなかった.

午前5時30分起床白む空の下ではまだ一目は始ま

第11図コットウ4■1風景

弾力のある天然木をうまく利用した天秤棒にバケツを吊して水汲みをす

るのは肩本でもみられる風景と同じである.濁った水だカミ私達も

この水を飲料水とした.�
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っていないらしく恩の音さえない.明けきらぬ空に

は星の光があった.快晴の夜明けいよいよこの

国唯一のウラン鉱床カミあるバクウマヘ移動する目を迎え

た.起きぬけに作業服に着替え6時10分には朝食を

終えた.

エンジンをかけたアントアンが｢昨日から車の調子

が悪い｣といいなカミらンデレで取換えたトランスミッ

ションを点検しようとして車輸をはずした.ところ

が驚いたことにシャワトカミ折れていた.これでよ

く走ってきたものだ.調子が悪いことに気付いてだ

ましだまし悪路を運転してきたアントアンの技術を責め

るべきか.とにかくこの町まで無事に辿り着けたの

は大手柄だ.それにしてもンデレからビラオまで

まったく無人の猛獣地帯を400km以上の道を走ろうと

いう最初の計画を実行していたらどうなっていただろう.

いさぎよく諦めたことに悔いを残してはいたが車の故

障を予想して計画を変更した決断は私達を救うこと

になった.やはり時に応じていさぎよく退ぞくこと

も兵法の一つらしい.

車の故障を知ってバトゥカｰアナトｰルレイモ

ンドアンドアンの4人が手分けして部品を探しに

散って行った.しかし3時間余りの彼等の努力も空

しく遂に部品を入手することはできなかった.ぐ

ずぐずしては屠られない､ブリアから210たm離れた

バンバリヘ部品を探しに行くことを一店は考えたがそ

こでも入手できないことを予想して598kmのバンギヘ

行くことに決めた.

10時50分アナトｰルとレイモンドとジャン･ク1コｰ

ドの3人をバンギヘ出発させた.これで計画はま

た大きく狂った.

ビラオの南方にあるンガデ銅鉱床の概査を割愛した今

となってはバンギ北方で地球化学探鉱によって発見さ

れている銅徴候地だけは何としてでも見たげれぱなら

たい.最初はこの調査旅行を終えてバンギに1週間

ばかり滞在した後この銅徴候地を調査する計画であっ

たが出発カミ延び延びになったため1回53日間の旅行

目程をたて3月27日にバンギヘ帰着するよう計画を変

更した.そして今更たび計画の変更を迫られること

になった.バンギヘの往復に3目修理に半目がかる

として24目にはバクウマヘ移動できるはずだカミそう

理想的にことカミ違んだとしてもバンギ著は3月31目に

在る.そう狂るとバンギを出発して帰国の途に着く

4月5目までには正味2目半のゆとりしかない.も

しも3人の帰りカミ1目でも遅れたら大変だしまた

この調査旅行が終るまで車の故障の再発がないとはいえ

ない'しかし私達は予定通りにバクウマのウラン

鉱床と鋼徴候地を見て3月31目にバンギヘ帰着するこ

とに決定した.

一目に数へ一ジを使っていたフィｰルドノｰトカミこ

の日から一目半ぺ一ジかせいぜい1頁で足りるように

なった.そしてそれを見るのカ三うとましくなってき

た.目付と天候とごくありふれたメモだけを書きこん

だだけのノｰトはもはやフィｰルドノｰトではない.

いらだつ気持とうしようもないやるせたさそれは

調査で疲労困はいした時以上に苦痛である.一体

自分はこの国へはるばると何をしに来たのか自分が

やっていることが真にこの国の役に立っているのかと

幾度となく考えそして悩みもした.それは車の

故障に対する腹立たしさに根ざした悩みというよりは

第12図ロットウ川で洗濯する人達

横縞(赤と白)のシャツを着ている2人の男ほ囚人.

第13図ブリアで見たトタン葺きの家

冷房設備のないトタン葺きの家は萱葺きの家よりも暑そうだが大き

次町ではよく見かける.このよう衣家の住人は経済的に恵まれている

のか経済的に恵まれていないから永持ちするトタンで屋根を葺いて

いるのか?�
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むしろ自分に対する憤りであったかもしれない.そ

して｢R国の調査団が3ヵ月間旅行した時には車は

一度も故障しなかったのに今回は何故こんたに故障が

多いのだろう｣といわれた時には本当に自分の不徳

カミ度重なる自動車の故障を招いたのではないかと考え

こんでしまった.しかし幾ら考えこんでみたとて

幾ら悩んでみたとて自動車の故障カミなおるわけではな

い.今は自分に耐えることをいい聞かせながら3

人の帰りをし一つと待つだけである.

嬉しくなった.

｢ユンタダカラｰムアラビイ(貴方はアラビア語を話すん

ですか)?｣

｢アナアンデイモッヒィサガイエノレワアアナカン

ラムアラビイシュワイヤ(脳味口曾が小さいから少ししか

話せませんよ)｣

｢クワイエスシダｰン(とてもお上手ですよ)｣

｢イシタバガ(何か欲しい物でも)?｣

｢アナアバガアシャラップマイヤｰ(水を飲みたいんで

すが)｣

宿舎の前を行き交う人達が軒先の陽陰でぼんやりと

腰かけている自分を｢呑気だなあ｣という目つきで見

ているように思えてならない.2目目から私は人

通りの多い時刻には暑苦しい部屋にとじこもって時折

外の空気を吸いに出るようになった.まったくつまら

ないことのようだが地質調査するにしても付近に山や

露出カミあるわけではなしそうするよりほかに気をまぎ

らわす方法がなかった.薄暗い部屋の中で地図を拡

げては溜息をつきこれから先の日程を幾様にも作り変

えてみては溜息をつく.最初の日程通り3月27目に

何カミ何でもバンギヘ帰ると決めてしまえば気カミ薬になる

のかもしれ狂いがそうすることがむずかしいだけに

ブリアでの一目一目は実に長い.

かんかん照りの昼下り空しいとは分っていながら

宿舎の周辺に点在するラテライト化した岩を叩き砕いて

放射能強度を測定してみる.こんなことをし放くても

ラテライト化した岩石も分ら荏げれば放射能異常はな

いと分りきっているのだがやはりじっとしては屠ら

れない.もっとも岩石もさだかでなければ放射能異

常も狂いことが実際に分ったことを一つの大切なデｰタ

とみれば正気の沙汰とも思えないそうしたことを一

概こ否定してはいけ狂いのかもしれない.

3月22目.相変らず快晴の朝を迎へた.軒先に椅

子を持ち出して外気になぶられながら本を読んでいた

ところに半袖シャツの大柄な男カミやって来た.その

顔付と体躯を見た瞬間直感的にスｰダン系の男だと

思っった.そして｢ボンソワｰルムッシュｰ｣と

声をかけた男に私ほわざとアラビア語で｢アレ

イクムサラｰム(今日は)｣と返事をしてみた.私

の感は適中した.この国のアラブ系住民の数はおよそ

10万人といわれておりしかも彼等の圧倒的多数はン

デレ以北に住んでいるはずである.彼等の住居区から

はるかに南方のこの町でアラブの男に逢おうとはま

たアラビア語で話しカミできようとは予想もしていなかっ

ただけにアラブの心を知っているつもりの私は急に

私は濾過器から水を汲んで彼にすすめながらサンゴ

語で｢モウイエテンヨウンゴウケテケテ(少

しだけ飲みたいんだろう)?｣といってみた.彼は

｢アテネカマンワｰヘッド(もう1杯下さい)｣と

アラビア語で答えた.

仕事の途中で水を飲みに来たらしくその男は｢シ

ョックラン(有難う)｣といってそそくさと帰って行っ

たが察するところサンゴ語をほとんど話せないらし

い.部屋の中に閉じこもって居るよりはやはり表

を見ていた方カミ気カミまぎれる.

午後3時頃一僧舎の玄関前を中学生ぐらいの2人の

娘カミ通った.ミニワンピｰスに包まれた発育の良い身

体ははち切れそうだし椿し気もなく出した脚はまる

でカモシカの脚のようにすらりとのびている.色は

真黒だが伸々の美人だし賛肉はもちろん無くて全身

カミ鋼鉄製のバネのような感じである.

側に居るジュノレ爺さんカミ私を見て

ニヤリと笑った.

｢アライタテイワリ(姉妹だね)｣

｢ウイサンゴテイモウミンキロウコウリィテイ

セントラアフリキヤン(ばい貴方のサンゴ語ほうまい貴

方は中央アフリカの男ですよ)｣

猿とそっくりの顔をしたジュノレ爺さんも時にはこ

ういう精一杯のお世辞をいうこともあれば面白半分に

サンゴ語で私をからかうこともある.そういうばあい

私はサンゴ語の先生であるジュノレ爺さんに相槌をう

ったり時にはこちらカミからかい半分に問いかけるこ

ともある.

｢ジュルモウテイニイモウレンギテイワリムビ

イエモウナモウイイキカンバテイビイテイ

ムビ(ジユルあの娘に私は君カミ好きだ藩は僕の太陽

だと云えよ)｣

｢ウイウイ……｣�
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シュル爺さんはこれ以上にシワができないと思える

ほどに顔をクシャクシャにしてケッケッケッと異様な

声を出して笑いこけた.爺さんは恐らく君は僕

の太陽だというサンゴ語を私が知っていようとは夢に

も思っていなかっただろう.

妙に寝つけず間断たく光る稲妻に見入りながら真

暗闇の軒先にイ字んでいる私の目に車のヘッドライトカミ

入った.｢帰って来た｣と一瞬喜こびその光を凝

視した.道路から左に曲ったその光は間違いなく

バンギヘ行ったランドロｰバｰであった.

ぐっすりと寝込んでいた連中が1人残らずとび起

きて来た.シュル爺さんは湯を沸かしてココアをいれ

パスカルはパンと缶詰を出して3人にすすめた.こ

うした仲間を見ていると思わずじ一んと胸を打たれ

る.午前11時にバンギを出発した3人は舗装もされ

ていない598km一の道を一気に車を走らせたらしい.

私には少しでも早く仲間が待っている宿舎へ帰ろう

と苦労した3人の気持カミ嬉しかった.3人の胸の中に

はきっと少しでも早く預かってきた家族からの手

紙を仲間に渡して喜こはぜブリアからバクウマヘ移動

しなければという優しい心と責任感が秘められていた

のであろう.

美人の星バクウマヘ

車の修理が終った翌日の朝6時50分ブリアの宿舎を

出発して南へ向った.まだ早朝だというのに広い

道路には喜々として学校へ向う子供達の元気な姿カミあ

ふれていた.およそ70km南下したイラ･バンダの村

から東への道をとって12分後にコットウ川の岸に着い

た.川幅は400㎜ぐらいだうろか流れがあろうとは

とても思え狂いほど水面は静かである.岸辺の木蔭

でのんびりと休んでいる男達か私達を見て立上り航

っている鉄製のフュリｰに自動車を乗せる準備をはじめ

た.総勢9名のうち7名は実にたくましい身体つきを

している.

ランドロｰバｰ1台と!5人ばかりの男を乗せたフェリ

ｰは樟を巧みに操つる4人の二男によって音もなく岸

を離れた.こんな大きな川で動力のないフェリｰが使

用されているのはまったく不思議だがそれは恐らく

付近に大きな可もないので交通量や物資の輸送量が少

ないせいなのだろうと思われた.

付近に人家もないこの渡しのフェリｰの運航時間は午

前6時から午後6時までだが従業員達は仕事を終え

てから家まで歩いて帰るのだろうか.

フェリｰは川の中程にさしかかった.樟を手にした

屈強の男達がいくらカんでみてもフェリｰはまった

く動こうとはしない.せい昔い深さ1mばかりの鉄の

箱なのにその底は川底にぴったりとはりついてしま

った.それまではのんびりと雑談していた男達のうち

6人が服を着たまま水に飛込んでフェリｰを押し

はじめた(第14図).そしてフェリｰはまた静か

に動きはじめた.まるで大井川の渡しを荷梯させる風

景である.

いくら川幅が広いといっても水が流れているとはと

ても思えないほどゆるやかに傾斜しているこの川では

上流から押流されてくる土砂が想像以上に川底に堆積す

るのだろう.これでほより重くなる動力つきのフェ

リｰを使うよりはむしろこのような人力で動かすフ

ェリｰを使った方が経費は高くついても合理的かも

しれ狂い.

篤14図コットウ川の渡し人足

川の中程で渡し舟の底が川底に接触して動かなくなると人足達は水中

に飛び込んで押す.川の一部では入定達は頭さえも水面に出てい

なかったがそれでも一生懸命に押していた.

第15図コットウ川の岸で児た丸木舟と老婆

水面を見つめて動こうともしない老婆の後ろ姿には云いしれぬわびし

さを覚完た.�
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2台のランドロｰバｰを渡すのに1時間20分を費やし

た.忙がしい社会ではとても考えられないようなこと

だが人間らしい生活をしようと思うぱあい案外こ

うした悠長さが一番大事なのかもしれない.しかし

目まぐるしさに飼い馴らされた多くの日本人にはやは

りこうした悠長さは伸々受け容れられそうにない.

対岸の水際には色とりどりの無数の蝶が乱れ舞い

あるいは一点に密集して動こうとはしない.蝶の産

地として有名な国だけにたては蝶類のシモトエやシャ

ラクセスだけでも30種類以上におよび豹の排泄物の上

でしか捕えることのできない真紅のノビリス･ノ･ドリア

ヌスやゼリカのほかきわめて多種多様の蝶がいるらし

い.しかし乾期である今はそれらの美くしい蝶も

季節形態型に属するだけに色は薄く形も小さい.

川岸で朽ち果てた1隻の丸木舟カミ水に半身を洗われ

ている.その舳先に老婆カミ1人腰を下ろしている.

動こうとはせずその視線はコットウ川の水面に向けら

れたままである(第15図).その老婆カミ何の目的でこ

こに来ているのかまた何を思っているのか分らない

が逆光の中に浮ぶその姿は何故かわびしげであった.

木蔭で軽食をとった後コットウ川に別れを告げた.

道路は狭いけれども行き交う自動車も数少ないのか路

面はよく時速60友mぐらいで楽に走れる.コウコウ

ロウ部落を通り過ぎる折数本のオレンジの木を見つけ

車を木蔭に停めて買うことにした.戸数はわずか6

戸オレンジの木は4本だが道路傍には売物のオレン

ジが並べてあり4本の木にほ枝が折れんばかりに

大き柾実カミびっしりとなっている.

100フラン(130円)硬貨を渡してジャン･クロｰド

第16図マンゴの深い緑とブｰゲンビリアの真紅の花に美くしく映完る

バクウマの部長邸建国記念目その他の大き匁行事は白い

石で囲まれた広場で行なわれる

に交渉させてみた.どうやら木になっているのを売っ

てくれるらしく男カミ2人木に登って大仰に枝を揺

さぶりはじめた.こんなことをしては落ちたオレンジ

は潰れてだめだろうと思っていたが大きな音をたてて

落ちるオレンジは不思議に潰れずまたたくうちに

数100個になった.ジャン･クロｰドは大きそう荏

のを還りなカミら1斗袋に落ちたオレンジを入れはじめ

た.そして袋一杯にした後で100フラン硬貨を

男に手渡した.いくら何でもこれでは悪いと思って

さらに100フラン硬貨をジャン･クロｰドに渡そうと

したが受取らなかった.木に登った男が｢メノレス

イ｣といって100フランを受取ったことから察すると

1斗袋に1杯100.フランが相場荏のだろう.多分1

個当りの値段は1円強ではないだろうか.

ナイフを一寸入れただけでとろけるような甘い汁が出

るこのオレンジはこの国へ来てから賞味したオレンジ

の中でも最高の味であった.それにしても木を植

えただけで肥料をやるわけではなしまた手入れを

するわけでもなさそう荏のによくこんなに美味いオレ

ンジが実るものだ.こうした土地では科学の力を拒

否した方が理想により近いものを産み出せるのかもし

れ狂い.

マ1■ゴの木カミぼつぼつ目につきはじめて間もなく目

的地のバクウマに到着した.この町も例に渡れず

国道の両側に家が建ち並んでいるだけだが学校も伸々

立派だし町全体か何となく落着きのある美くしさと活

気を感じさせる.

町のほぼ中心にある部長宅はブｰゲンビリアの花に

囲まれた一きわ美しい白亜の建物である(第16図).

鉄鉱床の所在地として広く知られているボゴアン出身で

ある部長のモｰリス･シビロ氏は美人の奥さんよりも

小柄だが身のこなしも話しっぷりも実にきびきびとし

て気持がよく精惇な容貌と引きしまった体躯からは

底知れぬエネノレギｰがほとばしっているようである.

僧舎は広場を隔てて部長宅と向い合っていた(第

五7図).わずか2部屋の真四角な家でまったく変り

ばえのしない建物であるがその一隅には水を浴びる

場所があった由炊事場らしきものも見当らないところ

をみると元冷住宅として建てられたものかどうか分

らないが部屋の中にはベットカミ2つっつ置いてあるの

で旅行者用の宿舎として使用されていることは確から

しい昔

この町の出身であるバトウカｰが今日は男前に見

える.5年ぶりに故郷へ帰って来たといラバトウカｰ�
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にしてみればその嬉しさや狂っかしさはまた格別だろ

うし男前に見えるのもそうした気持の表われかもし

れない.僧舎の玄関先に満載の荷物を降ろしてすぐ

バトウカｰは町の東端部にあるという生家へ車を走

らせた.

目中の陽ざしはやはり強烈である.白く濁った青臭

い水で旅の垢と汗を流した後道路傍の木蔭に椅子を持

出してのんびりと夕暮を待つことにした.

人通りがまったくなかった宿舎前の路上が午後4時

を過ぎる頃から急に賜わってきた.学校帰りの子供

達の中に裸同然の格好をした子供も屠れぱこざっぱりと

した服装の子供カミ居るのと同様に大人の服装も様々だ

が一般にこれまでに通って来た田舎の人達にくらべ

ればきちんとした服装をしている人カミ多いようだ.

それは恐らくこの町がコｰヒｰと煙草の栽培で経済

的により潤おっているからだろう.だが道行く人々

の肌の色や容貌や身体付き荏どは様々である.このこ

とは大して大きくもないこの町がこの地方では生

活の場としてより恵まれた環境にあることを物語ってい

る.

夕食後の一時バトウカｰは少年時代を想い出しな

がら｢私は小学校まで10kmのこの道を走って通

学したのです｣と話してくれた年この国の人達のた

くましさと強烈なパイタリティは幼レ､頃からのこうし

たことによっても培かわれてきたのであろう.

片道20km余の道を歩いて町へ買物に行く老婆60余

km離れた町へ歩いて塩を買いに行くという男そして

またバトゥカｰカミ語った小学生時代の想い出いろい

ろの面でより恵まれた生活環境に生きている私達ならば

最初から否定しようとする不便さや辛さをこの国の人

達はごく当り前のこととして受け容れそして不

満顔を見せずに実行している.便利さを知らないから

だとか未開地だからだといってしまえばそれまでだが

私はそうした事実を目のあたりに見て深く考えさせ

られることが多かった.

明目は待望のバクウマウラン鉱床を見学する目であ

る､クランヘノレの宿で聞いた｢バクウマウラン鉱山

会社は解散しフランス人技術者は追放された｣という

ニュｰスが事実在らば現地で地質鉱床や開発業務の説

明を聞くことカミでき狂いだけに見学の意義はかなりう

すれはするカミその片鱗を見ることはできよう.

日没近く美少女が2人宿舎を訪ずれた(第18図).

どちらも17才で洋装の少女はアンナ緑色の地に白の

大柄な模様を染めぬいた民族衣裳をあざやかに着こ存し

たもう1人の少女はエジィニィという名であった.ス

タイノレといい籍量といいエジィニィはこれまでに違

った女性のうちでは最高の美人であった.｢バクウ

マは美人の多いことで有名です｣といったバトウカｰ

の言葉は信用してよさそうだが女性にくらべてノ･ンサ

ム荏男性がいないのはどうしてだろう.｢天ほ二物を

与えず｣という諺の中にはこういうことまでも含まれ

ているのだろうか.一般に嬢の容貌は父親に似ると

いわれるカミこの町の人達に関するかぎりこういう遺

伝性は当てはまりそうにない.まったく不思議なこ

とではある.

(筆者は鉱床部)

第17図バクウマの国営宿舎

第16図の部長邸から徒歩5分ぐらいの所に建っているふつうの民家と

同様に乾燥煉瓦を積み重ねた壁に萱葺きの屋根を乗せただけのものだ

がペンキを塗った壁の白さが緑に映えてひときは美くしく見える.

第18図バクウマの宿舎に遊びに来た17才の娘

短か目のワンピｰスを着て靴をはいた娘はこの叩きってのモダンガｰ

ルかもしれない�




